
2 B 6 日産自動車中央研究所における 研究管理について 

日産自動車 ( 株 ) 

研究設計総務部研究管理課 

中山 雅文 

老中央研究所は、 昭和 3 3 年に創設以来、 日産自動車の 新技術開発のセンター 
として、 つねにお客様の 立場に立ち「人間を 中心とした高度なクルマ 生活の創造」 

を目標に、 研究開発を進めている。 

以下、 中央研究所を 中心に、 当社の研究開発の 管理について 要点を述べた い 。 

  
    研究開発体制と 資源 

  土 ) 研究開発体制 ( 自動車 ) 図 Ⅰ 研究開発体制 
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ニ力ルセンター ( N T C ) で、 研究の中 
技術開発企画室 

心は 、 横須賀市にあ る中央研究所 ( 以下 

十所 ) と 各々の役割分担を 明確にしてあ 研究設計総務部 

る 。 N T C では商品化のための 短期的な 
中央研究所 

開発を行い、 中研 では、 基礎的な研究 か 

ら、 5 ～ 1 0 年先を見た比較的長期にわ 
たる研究を行っている。 

研究設計総務部は、 研究開発部門に 要する 「 人 、 物、 金」の管理を 行っており   

研究管理課は、 中央研究所の 研究進捗管理を 担当している。 

自動車産業は、 極めて多くの 材料、 部品、 技術、 ノウハウ、 ソフトウエアなど 
をハーモナイ ズし 、 お客様にとって 魅力あ る 「 車 」の形に集積する 総合組立産業 
であ る。 このため、 質の高い研究をめざして、 それに最も適した 研究管理を指向 
している。 

  2 ) 中央研究所の 体制 

中央研究所は、 車両研究所、 動力機構研究所、 電子研究所および 材料研究所の 
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4 研究所と試作部から 成り 

立っている。 各々の担当業 
図 22  研究所の体制 

-- 

務を 、 図 2 に示す。 特別所 中 特別研究員室 

充員 は 、 準 役員待遇の高度 車両性能、 シャシ 
研 車 両 研 究 所 

専門職で、 各研究所に対す 振動騒音、 人間工学 

る 研究指導を行っている。 所 

また、 専門職育成を 目的と エンジン、 ターボ 

して、 高度な能力、 知識、 
長 動力機構研究所 トランスミッション 

技術を備えた 研究者を選抜 
し 、 シニアリサーチャー と 

して処遇している。 各所に 電 子 研 究 所 
電子制御、 半群体 

またがりプロジェク トを 組 
人工知能、 センサ 

み、 余所的に進めているテ 
ーマもいくつかあ る。 

材 料 研 究 所 金属・高分子材料 

触媒、 超伝導材料 
( 3 ) 研究開発資源 

研究開発要員は、 全従業 部 試 作 
部品・車両試作 

員 約 5 5, 0 0 0 人の約 1 新素材加工 

K o/ にあ たる 8, 3 0 0 人 

であ り、 この内申 所 所員は 

1 , 6 0 0 人であ る。 

研究開発費は、 ここ数年、 売上高に占める 割合が 4 % 強を維持しており、 昭和 

6 1 年度は、 約 1 6 0 0 億円で対売上 地 4    5 % であ った。 研究費は、 研究開発 

費の約 1 0 分の 1 であ る。 

図 3  研究計画の策定過程 
"""" 旺 """ 匝 " 且 " 。 ' 

社会環境予測 科学技術予測 

  1 ) 研究計画策定の 過程 

研究戦略会議 回 
中研 では、 毎年 5 月から   

の J にわたり 1 0 回程度の研 

九戦略会議を 開催し、 研究の 

戦略を策定している。 策定 過 

程を 、 図 3 に示す。 研究戦略 

会議のメンバーは、 部長クラ 

ス で、 技術開発企画室情報管 
理課が毎年ローリングで レビ 

ユー している社会環境予測や 科学技術予測をまとめた 環境予測、 さらに製品計画 

および前年度の 中・長期計画を 参考に申，長期的に 見た研究の方 剛 重要研究 課 
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題への取り組み 方を決定する。 

( 2 ) 研究テーマの 評価 
* l 冊 Ⅰ ワ 甘 

  田 舟 丘   わ 田 社             の Ⅰ 特 輯 屈 穫 

研究テーマについては、 研究 

フェーズ ( 基礎・応用・ 実用化 俺 樗 ユ 止 

に 分類 ) の明確化、 優先順位 付   荻 梼 の 六 Ⅰ 下             0 甘 玉 の 大 Ⅰ さ 

け 、 研究資源の最適配分、 プロ 
  扶 持 の 先 む 且             

、 ジェクト編成の 是非判断などを 
0 甘 土 技 竹 枝 

  

行 う ために、 評点 法 よる事前評   実 Ⅰ 可 集 桂             下 用 功 の Ⅰ ウ 桂 

価を トライアル的に 実施してい 

る ( 表 1 ) 。 たとえば、 グルー   
プ R, D 値 ともに大きければ、 

緊急性の高い 開発研究テーマと 

して積極的に 推進し、 R は大きいが、 D が小さい場合は 基礎的・長期課題として 

短期的成果を 焦ることなく 取り組む。 また、 A, C 値 ともに大きければ 金所 的プ 

ロジェク ト として取り組む。 

4 4 フ エ - ズ m 通交走井 

3. 研究管理の特徴 ぐヰ良ノ く 弓月ノ く菜月 化ノ 

  托は廿の浮   甘 Ⅰ 牡億 のひ ま   Ⅱ 什廿 Ⅰとの % 台 枝     宙吋 の 実 鬼手は 
( 1 ) 研究フェーズ 別の運営 

  8 杜甫 守 

  馬庄せウ 何 % 時ヵ 
          アイプア         コスト   倍 Ⅰ 杜 

  大 むは帝の告 甘ウヘ の 
  た臣Ⅹ 用化オの技定 ・ユ井 笘垂部 円への 放 

甲所では、 図 4 に示すように 下 スの可坊 旺 
    

研究の段階により、 基礎， 応用，         く宰且 ) 

実用化の 3  つのフェーズに 分け             口碑 ウ Ⅰ右のⅠも 放廿 

            仮 H T 町ま     ソフトⅠ め 

ている。 この内、 応用研究、 実   
用 化研究には、 ハードを裏 付け 

るための基盤 ( ソフト ) 研究があ る。 各々の研究フェーズにより、 研究の狙いも 

管理のあ り方も異なるので、 それぞれ最適の 運営になるとうに 心掛けている。 

すなね ち、 基礎   応用フェーズの 研究は 、 「チャレンジ 精神を尊び、 自由な発 

想 、 独創性を重視」 し各研究者の 自主性を尊重する。 実用化フェーズの 研究にっ 

いては、 目標弘遠のために 必要とする人および 研究費は、 研究者の提案通りに 詔、 

めている。 ただし、 実用化研究テーマは、 部長クラスで 構成される実用化検討委 

員 会における認定が 必要とされ、 目標の明確化と 目標の必達を 要求される。 

また、 甲所全体としてみた 場合、 新しい技術を 毎年コンスタントに 創出して 行 

く 必要があ る。 このためには、 3 ～ 4 年後に商品化される 実用化研究、 その後、 

4 7 年後に商品化できる 応用研究、 さらに 1 0 年 位 先に商品化できる 基礎研究 

の バランスを考えて 研究の資源配分 ( 人 、 物、 金 ) を行っている。 現在のところ、 

基礎研究が 2 5 % 、 応用研究が、 5 0 % 、 実用化研究が、 2 5 % を 1 っ 0 目安に 

している。 

一 31 一 



  2 ) 研究の経済性評価 

自動車は、 数多くのユニッ トにより構成されているため、 個々の研究成果を 金 

額的に評価することは 困難であ るが。 あ る約束ごとのもとに 研究成果額の 経済性 

を 評価している。 

この試みの狙 い となるところは、 
Ⅰ わ 研 次の技 柑任 ⅡⅠ 

  経営的判断に 基づく資源 配 

分 
棄抽 イ メ - ジ 向上 

  牛合           

  研究効率の定量的把握   モー ク - ン ヰ ウ 

  Ⅰ 枝丈甘 
  研究者の企業家精神、 コス 

o u T 
ト 意識の向上   

研史Ⅰ犬用 I@ N       0 U ア   れ冊七 % Ⅰ 

などであ る。 
  村有文 

      
図 5 に示すよ う に研究総費用を       甘井ロ イ ヤ リ 王 ィ 

  ⅢⅠ甘辞Ⅰ 
工 N P U T とし、 O U T P U T は 、   は か 

  軽穏 はか   O U T   
実用化研究についての 成果見積り   
額 としているⅠ 現在のところ、 中 

研 全体および各所毎の 研究効率何 睦 ---   
上 のびとっの尺度としている。 

今後、 実用化研究の 成果だけではなく、 企業イメージ 向上、 人材育成、 技術 蓄 

積など、 目に見えにくい 研究成果の金額換算が、 課題であ る。 

4.  fs  m  @  <  Q 

研究の効率向上、 研究者の活性化をめざして、 ハードおよびソフト 面を含め、 

次のような改善を 行っている。 

  1 ) ハードの面 

L A . 0 A 化の推進 

  L  A  N  (Local  Area  Network) の構築 

  0 A 機器 ( パソコン、 ワークステーション ) の大量導入 

  0 A に適した事務所づく り 

( 2 ) ソフ トの面 

  若手テーマリーダ 制の導入 

  フレックスタイム 制の導入 

  服装の自由化 
  「さんけ け 」運動 

く 以上 ノ 
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